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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

らいしゅう の すいようび、イシャー の れいはい に つづく タラウィー の れいはい に よって、わたしたち は しゅくふく の ラマダーン 

づき を むかえます。 タラウィー の れいはい は、クルアーン の ぜんぶん を ろうどく する もの です。 そうして わたしたち は その 

よる、スフール の ため に きしょう し、さいかい の いし を かためます。 こうして、2 がつ 19 にち もくようび、ラマダーン の     

しょにち、かみ の ごいし に よって、この しゅくふく と ゆるし の きせつ を むかえます。 

この つき を むかえる という みめぐみ を あたえて くださった しゅ に、かぎりない さんび と かんしゃ を ささげます。 よげんしゃ  

ムハンマド・ムスタファ（saw）に、サラート と サラーム が あります よう に。 わたしたち は こうえい に も、その ウンマ に      

つらなる もの たち です。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

ラマダーン づき は、わたしたち が 1 ねん を とおして まちのぞんで きた じひ の つき です。 しんこう、れいはい、ぜんりょう な  

じんかく、ウンマ へ の いしき、そして イスラーム の どうほうあい が つよめられる とくべつ な きせつ です。 しんこうしゃ に とって、

ラマダーン は みずから を かえりみる きかん で あり、また いっぽう で は しゅ と の かんけい を、たほう で は きょうだい、しまい 

と の かんけい を みつめなおす じき です。 

たいせつ な ムスリム の みなさま︕ 

ラマダーン は、にんたい と まんぞく を とおして とくしん へ と みちびく すうはい こうい で ある さいかい が ぎむ づけられた つき 

です。 また、せいぎ と、ただしい みち へ の みちびき で ある せい クルアーン の けいじ が はじまった つき で も あります。  

ぜんのう の アッラー は、つぎ の よう に つげて おられます。 「ラマダーン づき は、ひとびと の みちびき として、また みちびき 

の めいはく な あかし と きはん として クルアーン が くだされた つき。 それゆえ あなたがた の うち、その つき に       

たちあった もの は さいかい しなさい。……」1 

ラマダーン は くいあらため の つき です。 それ は なつ の おわり に ふりそそぎ、だいち の よごれ や ちり を きよめる あき の 

あめ の よう に、しんこうしゃ を その つみ から きよめます。 じつ に、わたしたち の よげんしゃ（saw）は つぎ の よう に    

のべて います。 「ラマダーン づき の あいだ、しんこう を もって さいかい し、アッラー の ほうしょう を きたい する もの は、

かこ の つみ が ゆるされる で あろう。」2 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

せい なる ラマダーン の つき を すごす の に、もっとも しゅくふく された ばしょ と は、わたしたち の マスジド です。 そこ で は、

しんこうしゃ たち が こころ に すうけい を もって しゅ の おんまえ に たちます。 マスジド に つどい、アッラー へ の ほうし を   

ささげ、へいあん を みいだし ましょう。 ラマダーン の みめぐみ を ぞんぶん に きょうじゅ し ましょう。 この クルアーン の つき に、

かてい も、こころ も クルアーン で みたし ましょう。 しゅうだん で の クルアーン ろうどく（ムカーバラ）の でんとう を まもり、   

よげんしゃ の スンナ を ふっかつ させ ましょう。 マスジド で の タラウィー に さんか し ましょう。 ザカート と サダカ を とおして、

こまって いる ひとびと の かお に よろこび を もたらし ましょう。 そして、わたしたち の よげんしゃ が、「さいしょ の よる に    

あくま は くさり で つながれ、じごく の もん は とざされ、てんごく の もん が ひらかれ、むすう の しんこうしゃ が ごうか 

から かいほう される」3 と のべた、しゅくふく された この つき を、しん に りかい する もの の ひとり に なり ましょう。 
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